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阿嘉島沿岸産クラゲ類の系統分類学的研究の第 3 

報として今回報告するのは、1992 年から 2001 年に 

かけて、著者らによって、阿嘉島周辺の海表面から 

水深約 30m までの浅海において採集された刺胞動 

物門に属するクラゲ類のリストである。 

材料は、主に、簡易プランクトンネット (口径 

30cm、全長 55cm、網目 0.34mm)で船上から垂直 

と水平引き、あるいは阿嘉港および阿嘉新港内で同 

様あるいは岸壁に沿っての採集をするか、現場で目 

視発見の後に網またはビニール袋ですくって採集し 

た。一方、遊泳力のないクラゲ類は、その付着して 

いる海草 (リュウキュウスガモ )ごと採集した。採 

集の協力をして下さった上野俊士郎、岩永節子、大 

城直雅、永井宏史、林原毅、下池和幸、木村匡、 

大矢正樹、谷□洋基の諸氏に感謝する。 

表 1 に阿嘉島沿岸産クラゲ類のリストを示す。こ 

れは、これまでに報告した軟クラゲ類のマキヒゲク 

ラゲやカイヤドリヒドラクラゲ (Kubota  1995; 久 

保田 1998)、および文部省科学研究費での研究成果 

として公表した南西諸島産ヒドロクラゲ類(久保田 

1 9 9 4 )のうちで阿嘉島沿岸で採取された全種に、 

今回新たに確認された種を加えて作成したものであ 

る。リスト中、各目ごとの種類は、学名のアルファ 

ベット順に示した。なお、今回採集された遊泳力の 

弱いあるいはまったくないクラゲ類、属や種の同定 

が不分明ではあるが種類相を挙げる点で重要な種も 

リストに挙げた。一方、管クラゲ類はごく一部の普 

通種である大形種のみリストに入れた。 

 少なくともヒドロ虫綱 7 目 37 属 44 種、箱虫綱 1 

目 1属 1種、鉢虫綱 3目 4属 4種の合計 3綱 11目 42 

 

属 49 種のクラゲ類が記録されたことになり、これ 

らの多くの種が外洋性である。また、この海域から 

少なくとも 8 種の日本新記録種が出現した。なお、 

阿嘉島産のクラゲ類 (およびヒドロポリプ類など ) 

について、著者らは継続研究中であり、今後の現地 

調査・資料整理により、さらに種数は増えるであろ 

う。 

 

●ノート 

日本新記録種のヒドロクラゲ類中の 2 種、 

Zanclea sp. と Clytia maccradyi、そして今回、本邦 

で初めてポリプを特定した Euphysora bigelowi につ 

いて特記する。 

 

Zanclea sp. (図 5) 

この属のクラゲは、2 本の傘縁触手をもち、そこ 

に装填する刺胞は通常のものと異なり、糸状の構造 

物を多数派出してそれぞれの先端に複数をパックす 

る方式である。この属のポリプは群体性で、苔虫類 

やイシサンゴ類と共生し、多形を示すこともある 

(Boero et al. 2000)。久保田も南西諸島各地から本 

属のポリプを採取しているが、生活史を完了させた 

種はない。本属のクラゲは Teissiera 属ときわめて 

類似し、後者に眼点が見られること以外では、両者 

の区別は困難である。Teis iera 属のポリプも共生 

性で、定住性多毛類の蓋に群体を形成することが知 

られている(Bouillon1974)。 

 

Clytia maccradyi (図 6) 

この属のクラゲは、かつて Phialidium 属とされて 
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いたが、生活史の研究からポリプの属名が先取のた 

め変更となった。日本産では、久保田によりいくつ 

かの種類が研究され、Clytia languida エダウミコッ 

プについては、生活史などがよくわかっている 

(Kubota1978)。Clytia 属の中で、本種はクラゲが 

無性生殖をする唯一の種で、図 6 に示したように、 

阿嘉鳥産のものも、4 本の放射管上にポリプが作る 

生殖萸のようなものを複数形成し、その中に 1-2 

個のクラゲ芽を形成していた。本種は世界の外洋か 

ら記録されているが、ポリプは不明である。 

 

Euphysora bigelowi (図 3、4 ; 本誌裏表紙) 

 本種のクラゲは阿嘉島以外からも各所で採集して 

いるが、ポリプについては、アメリカ合衆国のモン 

トレー湾産の成熟クラゲを交配させて実験室で得ら 

れたものの報告があるだけである(Sassaman and 

Rees 1978)。その幼ポリプは、飼育により成熟し 

て幼クラゲを遊離させたが、成熟クラゲは得られな 

かった。野外からクラゲ芽を形成した生体ポリプが 

記録されたのは、今回が世界初である(本誌裏表紙)。 

このポリプの形態の特徴としては、単体性の大形の 

もので、下部を海底に埋めており、起立部の先端に 

ヒドロ花が開き、2 環列の触手群が見られ、その間 

にクラゲ芽が多数、房状に形成されるといった 

Corymorpha タイブである。図にはそのポリプより 

遊離した直後のクラゲ(図 3)と、飼育して 9 日目の 

未成熟クラゲ(図 4)を示した。 

 

●Abstract 

 From 1992 through 2001 at least 49 species of 

cnidarian medusae belonging to 42 genera in 11 

orders of three classes were recorded from near- 

shore waters of Akajima Island, Kerama Islands, 

Okinawa, Japan (Hydrozoa: 7 orders, 37 genera, 44 

species; Cubozoa: 1 order, 1 genus, 1 species; 

Scyphozoa: 3 orders, 4 genera, 4 species). Most of 

 

these medusae are oceanic and 8 species are new to 

Japanese waters as indicated by asterisks in Table 1. 

Photographs or drawings of 7 species are provided, 

as well as taxonomic remarks concerning three of 

these species:Zanclea sp., Clytia maccradyi,and 

Euphysora bigelowi. In the case of E. bigelowi,the 

living hydroid bearing medusa buds (back cover of 

this issue) was first collected in the field, and young 

medusae were released in the laboratory (shown in 

photos). 

 

●参考文献 

Boero, F., J. Bouillon and C. Gravili 2000. A survey of 

Zanclea, Halocoryne and Zanclella (Cnidaria, 
Hydrozoa, Anthomedusae, Zancleidae) with 
description of new species. Ital. J. Zool., 67: 93-124. 

Bouillon, J. 1974. Description de Teissiera milleporoides, nouveau 
genre et nouvelle espéce de Zancleidae des 
S e y c h e l l e s  ( H y d r o z o a i r e s ; 
Athécates-Anthoméduses), avec une révision des 
Hydroïdes "Pteronematoidea". Cah. Biol. mar., 15:  
113-154. 

Kubota, S. 1978. The life-history of Clytia edwardsi (Hydrozoa; 
Campanulariidae) in Hokkaido, Japan. J. Fac. Sci. 
Hokkaido Univ. Ser. VI, Zool., 21(3): 317-354, pl.  
VIII. 

久保田 信 1992. ヒドロ虫綱・立方クラゲ綱・鉢虫綱. 西村三郎

編, 原色日本海岸動物図鑑[Ｉ]. 保育社. p. 21-69,  

pls. 3-12. 

久保田 信 1994. 南西諸島産のヒドロ虫綱（刺胞動物門）の系

統分類学的研究：平成５年度文部省科学研究費

補助金一般研究（Ｃ）研究成果報告書. 30pp . 

Kubota, S. 1995. Cnidome and growth of a medusa of 
Cirrholovenia  te t ranema  (Leptomedusae , 
Cirrholoveniidae) in Japan. Publ. Seto Mar. Biol.  

            Lab., 36(5/6): 365-378. 
久保田 信 1997. 刺胞動物門・有櫛動物門. 千原光雄・村野正

昭編, 日本海洋プランクトン検索図説. 東海大学

出版会. p.485-500, 514-523, 531-535, 555-566,  

1498-1499. 

久保田 信 1998. 慶良間列島阿嘉島で初めて採集されたカイヤ

ドリヒドラクラゲ（刺胞動物門、ヒドロ虫綱、軟クラゲ 

目）の成熟クラゲ. みどりいし, (9): 9-11. 

Sassaman, C and J. T. Rees 1978. The life cycle of 
Corymorpha (=Euphysora) bigelowi (Maas, 
1905) and its significance in the  

            s y s t e m a t i c s  o f  c o r y m o r p h i d 
hydromedusae. Biol. Bull., 154:  
485-496. 
 
 
 



みどりいし, (13) :19-22, (2002) 

 

 

21 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1. Dicnida sp.  
傘頂にポリプが残存する未成熟個体。本邦では阿嘉島のみ
から 2個体のみが記録。 
(immature medusa with its hydoid at the apex of 
the umbrella; in Japan only two specimens 
recorded at Akajima Island ) 

図 3. カタアシクラゲ Euphysora bigelowi  
実験室でポリプより遊離直後の個体。 
(newly released from a hydroid maintained in the 
laboratory) 

図 5. Zanclea sp. 
雌個体：久保田 1994 より。スケールは 1mm。 

  (female, after Kubota 1994; scale bar, 1ｍｍ)  

図 7. ボウズニラ属の 1種 Rhizophysa sp. 

図 2. ?Euphysilla sp.
採集時に傷んでいた個体。口柄にクラゲ芽を形成。本 
邦では本個体のみが記録。 
(damaged when collected, with medusa buds on  
manubrium; in Japan only one specimen recorded at 
Akajima Island)  

図 4. カタアシクラゲ Euphysora bigelowi 
実験室で遊離後飼育 9日目の個体。 
(9 days old, reared in the laboratory) 

図 6. Clytia maccradyi
クラゲ芽を４箇所から無性出芽：久保田 19 より。 
スケールは 1ｍｍ。 
(with medusa buds produced at four sites, after  
Kubota 1994; scale bar 1ｍｍ)  

図 8. アンドンクラゲ属の１種 Carybdea sp. 
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